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1.　 時代の変遷に伴い，衣生活の面においても既製服

がはんらんし，また被服材料，デザイン，縫製技術など

の進歩の著しい現在，本学短大家政 科 学 生 の実態を知

り，また他の短大における被服構成及び実習の実態を調

査して，適切な教材の設定を考えるとともに，その指導

法研究の資料としたい。

2.　①各短大

収集計するとと

た。

(家政科) に調査用紙を配布し，これを回

もに，訪問して聞 き と り調査を行なっ

②本学家政科被服，食物，文化教養の3   コ ー ス学生

150  名 を対象に調査及び実力テストを実施。また中学，

高校における家政科(被服関係)の履習単位及び教材を調

査。

3･　他短大の実態調査では，本学の履習細目とほぼ同

傾向を示すものが多くみられた。設備備品においては，

非常にばらっきがみられた。ス共通備品の数が少なかっ

た。一室の実習学生数の最大平均は50  名で，最小平均

は30  名 であった。

高校普通課程及び家政課程における履習単位及び教材

についてその大要がつかめた。

以上の結果，高校での被服に関する履習単位数による

能力差を明確にしたい。


